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上 方 浮 世 絵 の 版 元 と絵 師
一 天満屋喜兵衛を手 がか りに 一
山本純子/京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士後期課程
天満屋喜兵衛は上方浮世絵の版元として文
化13年(1816)頃から明治期にかけて,上 方
浮世絵の版行を行 っており,上方浮世絵史上
における活動期間が長きにわたっている点で,
上方の代表的な版元 としてあげることが出来
る。天保の改革(1842)の際には,役者絵な
どの一枚摺の制作や売買が禁止されたために,
上方浮世絵の制作は5年 の空白期間が生 じた。
その結果,改 革以前に出版を行っていた版元
のほとんどが姿を消 し,以後には新 しい版元
が登場 している。そのような中にあって,天
満屋喜兵衛は,一貫 して浮世絵制作を行 って
いる。さらに,上方浮世絵は画題のほとんど
が役者絵であり,美人画や風景画などの浮世
絵は少ないが,天満屋喜兵衛から出版 された
浮世絵には,役者絵以外のジャンルをも見る
ことが出来る。発表では,版元天満屋喜兵衛
の活動に注 目し,上方における版元 と絵師の
関係について考察 し,上方における浮世絵出
版の状況の一端をあきらかにした。
上方浮世絵を扱う版元の研究は,これまで
あまりされていないが,上方浮世絵の研究者
であった松平進氏は,『大坂本屋仲間記録』
を利用 した,上 方浮世絵の初期における版元
の研究を行っている。その研究は,版元全体
に目を向けた論で,個 々の版元の詳細につい
ては記述が及んでいない。
天満屋喜兵衛の出版活動は文化13年(1816)
から見ることが出来 る。『大坂本屋仲間記録』
には,天満屋喜兵衛の初期出版活動が,仲 間
外の出版であったため,版権侵害で訴えられ
た訴訟が記録されている。またその訴訟の結
果,天 満屋喜兵衛の関係者と考え られる天満
屋源次郎 らがはじめに浮世絵出版の権利を得
たという経緯が記録されている。さらに浮世
絵の版元印や出版を行った絵師の統計か ら,
天満屋喜兵衛は文政期の後半から天保期にか
けて最 もよく浮世絵出版を行 っていることが
わかる。
版元天満屋喜兵衛は,現在,上 方浮世絵師
の丸丈斎国広と同一人物であると言われてい
る。天満屋喜兵衛の版元としての活動を考察
するにあたって,ま ずこの国広との同一人物
説について検討する。
国広の浮世絵制作は,文化13年(1816)か
ら天保8年(1837)頃までの約20年間に渡 っ
て行われていた。国広の経歴を記 したものに,
平亭銀鶏の 「銀鶏雑記」(1834～35)が挙げ
られる。ここでは絵師の国広の号が天満屋と
なっているが,国広の本業が帳屋であると記
述 している。銀鶏 と版元天満屋喜兵衛の密接
な関係を踏まえると,銀鶏が国広を 「天満屋」
と呼んでいることのみで絵師国広が版元天満
屋喜兵衛であるという実証を行うことはでき
ない。また,国広の作品の出版を天満屋喜兵
衛が多 く手がけている点か らだけで同一人物
であると導き出すこともできない。つま り,
これまでいわれてきた絵師国広と天満屋喜兵
衛が同一人物であるという説は再検討する必
要がある。
黒田源次著 『上方絵一覧』では,落款の字
体の類似から,国広は江戸の歌川豊国の弟子
であるとしているが,実際に豊国の弟子であっ
たかどうかは疑わ しい。歌川の署名が作画開
始の文化期ではな く,天保期に使用例がある
点からも,歌川派との関係が実質的に八門を
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したというものであったとは考えにくい。 し
かも天保期には,歌川国貞の門人である貞升
や貞広 との合作作品があることから,国広 と
歌川派 との関係があると考えられる。国広の
描く様式は,大坂風の目鼻立ちをした似顔に
なっているが,文政3年(1820)の『於染久
松浮名読販』図では,歌川派の特徴的な様式
を示 している。文政3年 の大坂歌舞伎界には
この図の岩井半四郎をはじめとして,松本幸
四郎 ・坂東三津五郎など江戸の人気役者が来
坂 しており,大坂が大きく江戸の影響を受け
た時期であり,このような時期における国広
の江戸歌川派様式を採用 した浮世絵制作は当
時の浮世絵の享受者達,つ まり歌舞伎の愛好
者達の流行や時勢を汲み取 って行われている
と言える。また極印を入れるなど,かなり江
戸の浮世絵を意識 したものになっている。
天満屋喜兵衛が版元として,国広作品の大
部分を出版 していることは統計でも明らかで
ある。それを踏まえて考えると,国広が歌川
派 と接近 し,歌川派様式の作品を制作 したり,
歌川の号を使用するなど,また江戸風に極印
を入れるなど,あ きらかに江戸の浮世絵界を
意識 した制作をおこなっていることの背景に
天満屋喜兵衛の存在を想定することができる。
国広の江戸の浮世絵界,特 に歌川派への意識
を,版元天満屋喜兵衛の意向から考えるため
に,天満屋喜兵衛の出版に関わるもう一人の
絵師について考察 した。
天満屋喜兵衛の天保期における出版の特徴
は,貞広や貞升といった歌川派の浮世絵の出
版数が増えている点である。貞広は歌川派 と
いう江戸最大の浮世絵画派に所属 した浮世絵
師でありながら,主に天保期に大坂で活躍 し
た絵師である。歌川貞広の作品は現在30点余
りを確認 しているが,そ のうちの約二分の一
が天満屋喜兵衛が版元になっている。中でも
風景画など役者絵以外の浮世絵がすべて天満
屋喜兵衛から出版されている点は注目できる。
これらの出版は,落款の字体などから天保期
(1830～42)のものと考え られる。上方浮世
絵では,貞広以外に役者絵以外の浮世絵を手
がけている絵師は少な く,貞広の特徴といえ
る。にわか図 ・人形遣い図 ・風景画 ・子 ども
絵 ・相撲絵など貞広の役者絵以外のジャンル
への広がりの背後には天満屋喜兵衛の版元と
しての存在が考え られる。
以上,天 満屋喜兵衛の浮世絵出版について,
国広 と貞広の作品を中心に考察 した。この二
人の絵師の作品を通 して,天 満屋喜兵衛の版
元としての意図を考える必要がある。つまり,
天満屋喜兵衛は上方における浮世絵出版を模
索していると言えるのではないだろうか。国
広や貞広の浮世絵出版の多 くを手がけている
という点について も,版元 として一人の絵師
をプロデュースするというように見ることが
出来れば,一人の絵師の作品が一つの版元か
ら集中して出版されている理由が説明でき,
絵師と版元が同一人物ということにはな らな
い。さらに国広と貞広には歌川派という共通
点が挙げられる。天満屋喜兵衛は版元として,
江戸における浮世絵出版の状況を考え,役 者
絵がほとんどの上方浮世絵の出版を広げよう
としていたと言えるのではないだろうか。
またこれまで同一人物説から,天満屋喜兵
衛は絵師国広との関係が主に論 じられてきた。
しかし,貞広の役者絵以外の浮世絵をすべて
手がけている点を考えると,貞広と天満屋喜
兵衛の関係にも注目する必要がある。これは
上方における浮世絵出版に対する版元のプロ
デュースや戦略といった視点に関わるもので
あり,上方における江戸の浮世絵画派の流入
や影響について版元の立場から,つまり絵師
の立場か らだけではない,版元の浮世絵販売
としての視点からも今後は研究する必要があ
るといえるQ
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